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資料：農林水産省農産局環境対策課「有機農業をめぐる事情」（2024年9月）

有機食品市場



資料：農林水産省農産局環境対策課「有機農業をめぐる事情」（2024年9月）

有機農業の取組面積



4．日本の食料問題



わが国の食料自給率の推移

資料：農林水産省
「食料需給表」
注：2023年度は概算値

‘60 ‘65 ’70 ‘75 ‘80 ‘85 ‘90 ‘95 ‘00 ‘05 ’10 ’15 ’20 ’23

穀物（食用＋飼料用） 82 62 46 40 33 31 30 30 28 28 27 29 28 30

主食用穀物 89 80 74 69 69 69 67 65 60 61 59 61 60 63

供給熱量ベース総合食料 79 73 60 54 54 53 48 43 40 40 39 39 37 38

生産額ベース総合食料 93 86 85 83 81 82 75 74 71 69 70 66 67 61

供給熱量ベース国産食料率 -- 76 65 61 61 61 57 52 48 48 47 48 46 47

生産額ベース国産食料率 -- 90 90 87 82 85 78 76 74 73 74 70 71 67

食料自給率は低い
↓

わが国の食料安全
保障は輸入に依存

している



食料の安定供給の構図

輸入C
（補填分）

※国内で生産可だが
足りないもの

国内生産A

輸入B（補完分）
※国内で生産不可

備蓄D ※国内生産減、輸入（補填分）減対応

• 緊急の場合も、中長期的にも、 わが国に
とって都合のよい（数量、品質、価格面にお
いて）好条件で輸入Bや輸入Cを行うこと
が可能であった。→それが今後、容易では
なくなることが予想される。

【食料の不安定供給時】

• 国内生産Aが中長期的に減
少していった場合に、輸入
Cを増やす

• 国内生産Aが不作等で急減
した時に、備蓄Dで補充。
さらに足らない場合は輸入
Cを追加で増やして対応

• 港湾ストなどで輸入Cの一
部が届かない場合に備蓄D
で補填

• 輸入Bが減少した場合に国
内生産や備蓄で対応するこ
とができない（あきらめて、
国内生産Aや輸入Cでの産
品を代替品として充当）

輸入計 6割

4割
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